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　一年の中でお正月から三月までは行事なども多く、あっという間に時が過ぎてしまうこの時期は「一

月は行く、二月は逃げる、三月は去る」と表現されますが、まさしくその通りだと感じる今日この頃で

す。忙しい中でも新年に誓った自分自身の目標を忘れることなく、春を迎えたいものですね。
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Camera News

　２月９日、たけはら美術館文化創造ホールで、発

達障害啓発講演会が開催されました。参加者は、市

民や福祉サービス事業所に従事されている人など

で、市外からの参加も多数ありました。

　講師には、広島県発達障害者支援センターのセン

ター長西村浩二さんを迎え、発達障害のある方が社

会で働くために大切なことについて、スライドや資

料を使って分かりやすく説明されました。

　発達障害のある人が身近にいることは「普通のこ

と」と思える社会であるよう、正しく知ることが第

一歩であると語られました。参加された人からは、

分かりやすく今後に活かせる話が聞けて良かったと

いう意見が多くありました。

町並み保存地区を火災から守るために
～文化財防火訓練～

バスケットボールに親しみを
～広島ドラゴンフライズ バスケ体験教室～

　２月 16 日、吉名学園で、広島ドラゴンフライズに

よるバスケットボール体験教室が開催されました。

　小学生から大人まで 50 人を超える参加者が、広

島ドラゴンフライズスクールコーチの大浦祐斗さん

から、基礎的なトレーニング方法をはじめとして、

ドリブルやシュートのアドバイスを受けました。

　教室終了後には、希望者による３×３大会を実施。

バスケットボールを通じ、子どもから大人まで楽し

めた一日となりました。

「働きたい」を叶えるために
～発達障害啓発講演会～

　２月８日、町並み保存地区の照蓮寺で、地域住

民・消防署が一体となって文化財防火訓練を行いま

した。

　当日は初期消火訓練や放水訓練などが行われ、多

くの人が消火器の取扱いや火事が発生した際の初期

行動について、消防署員から指導を受けました。

　今回の訓練を踏まえ、みなさんのご自宅でも、コ

ンセントや火災報知器の確認・点検など火災予防に

取り組みましょう。


